	基本操作－１８
	タンクの検尺（その１）
	作  成
	

	
	
	
	

	
	ポイント


	
	· 測定は受け入れ中、及びミキシング中は行わない。
· 検尺テープは白油、黒油等の用途別に専用化する。
· ガスシールしているタンクの検尺は２名以上で行う。
· 検尺テープのボンディングケーブルは、使用前に断線の無いことを確認する。被覆付きのものは使用前に導電性を確認する。
· 検尺前に検尺テープのボンディングを実施する。
(3) テープに油膜が残るものについてはオイルリボンを使用しなくてよい。
 （例  原油、重油、軽油等）
(7) 白油は素早く上げないと実際の液面より上部迄変色して正しいレベルを示さない。
(9) オイルリボン塗布のものは油液により変色する。
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タンク底までテープを静かに降ろす


静かに降ろす











開 始


往復動ポンプのストップ


（モーター駆動）�
�






終 了
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リモートと検尺値の差が許容範囲内かを確認する
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器具のボンディングを取り外す








ゲージハッチを閉める
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テープの付着油をふきながら巻上げる








３回計測して平均値を求める
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テープを巻き上げる





分銅の着底を確認する
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トップ尺約３００mm程度手前で一旦止める
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テープをパイプにそわせながら静かに降ろす
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テープにオイルリボンをつける





ゲージハッチを開ける
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 ゲージハッチ開放前準備(基―16、17）を実施する。








    瞬間             静置後





    良          不良      不良   








